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付属基板の企画
付属基板の企画
– 2006年 Interface誌 SH7144基板
– 2007年 Interface誌 V850基板
– 2008年 Design Wave Magazine誌

ARM Cortex M3; STM32F103VB

Design Wave Magazine誌
2006年5月号の記録

Amazon初期在庫が初日で完売

Amazon雑誌総合ランキングで
瞬間風速 4位を記録



付属基板の社会的・業界的意義

組込み用部品供給の現状

・・・大口顧客中心のマーケティング

秋葉原・日本橋からパーツショップが消えていく

大学、工業高校などの教育用途、若手技術者の自己啓
発用途に最新のプロセッサが入手できない

ソフトウェア技術者のハード離れ？

組込み技術者が育つ環境つくり

技術教育の幅広い裾野から高い頂上が生まれる！

組込み技術を支える技術出版文化



今回の付属基板は国際企画
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ARM Cortex M3の命令セット

ARM
32ビット固定長命令で
THUMB 命令より多く
の機能を実行

THUMB
16ビット固定長命令
シンプルな命令セッ
ト

THUMB2
使使用頻度の高いARM命令

＋THUMB命令



付属基板搭載STM32F103VB
Interface 11月号
で紹介



付属基板のメモリマップ
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図６．STM32F103のメモリマップとＵＳＢブートローダ
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購入して1分（？）動く付属基板



３軸加速度センサを活用したアプリケーション

・・・カエルがぴょん



付属基板の開発ツール

開発ツール
– Keil社
– IAR社
– その他
フラッシュ書込み
– DFU（Device Firmware Upgrade）
– JTAGデバッガ（5,000～300,000円）
デバッグ



STM32F103のDFUの仕組み
・・・USBダウンローダ
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図２．STM32F103VBのメモリマップとＤＦＵ（ＵＳＢブートローダ）の仕組み
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Keil社供給のJTAGデバッガ



拡張基板 CQ-STARM/２



TOPPERS ASPカーネルの
ポーティングとサンプルプログ
ラム
付属基板と拡張基板CQ-STARMBB
– ASPカーネルのポーテイング
– サンプル・プログラム
– 名古屋大学
– 未来技術研究所（高木氏）
– イーエスピー企画（土日しすてむ開発部）



付属基板企画・・・私のこだわり

全数検査

サンプルプログラムを実装して出荷
– すぐに動く基板
– ツールを使いこなしてオリジナル・プログラミング
組込み技術者以外にもアピールする基板



付属基板のプロセス
試作工程
– 企画
– 回路設計
– 試作基板のアートワーク設計 A社、E社（関西）
– 試作基板の実装 I社（中国地方）
– 試作基板のハードウェア・デバッグ
– 試作基板の評価、サンプルプログラム開発
量産工程
– 量産基板用回路修正 A社、E社（関西）
– 量産用アートワーク、マスク製作
– 量産基板製作 A社（関西）
– 量産実装準備（メタルマスク作成、実装データ）
– 量産実装 A社（中部地方）
– プログラム書込み、全数検査


